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特集　India Japan Innovation Potentials

［Panel Talk］

日印合同のウェビナーシリーズ

　慶應義塾大学 SFC 研究所日印研究・ラボ（India-Japan Laboratory、代表：
政策・メディア研究科教授 ショウ ラジブ、以下、IJL）は楽天株式会社（代表
取締役会長兼社長 三木谷浩史、以下、楽天）と共催で、全 3 回にわたる「日
印のイノベーションの可能性について 〜テクノロジー、文化、持続可能な発
展〜」公開ウェビナーシリーズを企画・実施した。第 1 回ウェビナーは 11 月
25 日に実施され、日印をはじめ世界中の国々から 55 名以上の学生や若手研
究者等が参加し、日印 2 ヶ国間の協力に基づくイノベーションの大きな可能
性について活発な議論が交わされた。
　IJL は設立以来、日印の学生や若手研究者の教育・研究・イノベーション・
アントレプレナーシップの可能性を高める幅広い活動に取り組んでいる。そ
してこの度、日本最大の e コマース、オンライン市場を運営する楽天と IJL
の共催で、公開ウェビナーシリーズを実施する運びとなった。楽天はインド
における商業では先駆けて、ベンガルールに楽天技術研究所 Bengaluru を設
立し、急成長を遂げている企業である。将来のイノベーションと持続可能な
発展を目標とし、楽天と IJL は日印の若い才能を育てるために今後、密に連
携していく予定である。
　インド、日本、そして世界の若手人材の育成を目指し、1）日印イノベーシ
ョン、2）健全な都市生活、3）持続可能な開発の 3 つの重要な柱をカバーする
公開ウェビナーシリーズでは、インドと日本の専門家と共に合計 3 つのウェ
ビナー（各 60 〜 90 分）を実施し、190 人以上が参加した。上記 3 つの重要な
柱と実際に実践をしているパネリストを本稿で取り上げる。慶應義塾大学教
授の村井純は、2007 年 8 月、安倍晋三日本国総理大臣（当時）及びマンモハン・
シン・インド首相との、「双方は新規のインド工科大学（IIT）の設立における
可能な協力を検討し、探求するための作業部会を設置する」ことに関しての
アライアンス会にて、慶應義塾大学理事として参加している。白石翼は、楽
天インド副会長としてインドにて様々な功績を残している。全日本ヨガ連盟
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理事長の大橋一陽は、IIT ムンバイ校に日本語センターを創設し運営している。
また、2015 年・2016 年と 2 年連続で国際ヨガカンファレンスに日本代表とし
て出席している。
　日印の学生や若手研究者の教育・研究・イノベーション・アントレプレナ
ーシップの可能性を高めるためにはとても意義のある内容になるだろう。


